
ヨ&

201.152 
ト11U '11
1舗問

61.978 

下村震 の うごき
(11J115固現盗〉

附和45i!'12月1日発行

人 ロ園

"-R
t量移数ヲ

りよだ民市良奈

-
!IW 3号，，' 

‘ー

吋
一。

Z
E
Zて
3
14
E
a
E
S館

。
b
L
よ
L
よ
着
工
同
十
七
年
早
々
に

2
1量

。。
L
Lと
な
り
ま
し
た
・
大
千
人
収
鳴
の
大
旋
.
慣
れ
は
も
の

t

t
Z眼
下
で

-
r
z
a
Eで
す

県
下

六
千
人
を
収
容

歪
れ
り
尽
せ
り
の
国
際
級
段
備

一
曙
追
わ
れ
る
行
政
か
ら
悶
追
う

行
政
圃
へ
と
積

i
z
-

-
i
E
E
i
 

No.213 -

2
14
Z」
を

と
り
あ
げ
て
も
さ

t
こ

の

喜

偽

脊
舗
も
そ
の
一
つ
で
市
内
手
d
苛

d

つ
〈
ラ
ヘ

'一一一一

。。。o

に

Z
E
Z公園通
A
ら
ず

省
工
さ
れ
る
こ
と

E;LG

、
主
い
=
る
五
手
十
等
菌
圃
民

5俗詰
育
里
大

2金が

置
で
画
開

I
る

E一こ:』Eと正
に
な
れ
住ぱ

」
の
大
量
な

E
iは

ま

そ

の

さ

自

の

き

る

ニ

と

に
な
り
ま
す
a

体
育
院
の
噂
険
位
置
は
現
在
設

定
さ
れ
て
L
る
権
・
役
場
の
醐

鴻
ノ
池
の
烹
荷
の
ほ
と
り
で
験
勉
は

約
一
万
八
百
六
十
四
千
方
p
p
i
p

ル

池

に

溢
L
て
玄
関
金
と
句
飲

E
Tン

:
l
T一一階

《

-Z下
一
号

建

て

で

空

床

面
積
五
乎
ハ
百
ハ
平
方
メ
ー
ト
ル

-Ra一
一
十
五
J
l
b
ル
余
の
盆
々

f

想図の大体 育館兜 成予6.000人 取容

1
1
i
i
 

機
L
f
a周
り
を
ー
、
た
だ
〈

a
m
t角

苦

手

助

と

1
?官
t

i
t
-悶

十

i

ル

E

Z

五

1
ょ

で

亙

面

に
は
・

1
:ト
ル

E
E

，p
l
b
ル
の
ス
テ
l
J
/
が
つ
け
ら
れ

き
ず
・
こ
と
で
は
只
ゐ
7
v
s
i
z
-

-
一
面

J
ν
4
4
h
図

面

'

v
a
y
ト
y
十
幽
O
と
れ
宝
す
@
ま

た

八

高

E
E武
器
と
ト
レ

1
5
4
2
2
2ヲ

受
ベ
ロ
ッ
カ
ー
O
R寸
医
歯
切
也
旦
「

E

2
歓

送

実

富

喜

久

テ
ジ
健
室
な
ど
を
そ
な
え
智
司

の
た
め
の

em実
館

畏

有

責

資

家
管
理
人
也
預
金
後
げ
る
伝
と
圃

Eの
里
場
と
し
て

fり
2

2
E
Zな
え
て

L
1・
観

Eは
二
階
に
聖
子
六
百
人
分

の
固
定
寓
話
怠

1
1
Jた

一
階
鈍
倣
崎
H
M
+
人
集
会
に
も
利
用
さ

れ
イ
ス
で
コ
手
四
百
J
n
取申告
3

れ
る
の
で
毎
年
ニ
カ
所
に
分
れ
て

R
t主
主

も

こ

の

体

育

館
が
で
き
れ
ば
こ
こ
で
↓
カ
所
に

ま
と
め
て
ゅ
よ
う
と

8
2
2

ニ
と
に
な
り
ま

t
ま
た
大
き
な
団

E
S
2
5
T
2
2
 

2・
員

期

す

る

と

主

で

f

わ
げ
で
す
@

五
年
前
よ
り
鈎

6
%
栴

置
興
調
査
人
口
線

数

都
心
部
の
減
少
も

十
月
一

H
行
な
わ
れ
た

3
5
5
'
 

ロ

Eが
こ
の
ほ
ど
ま
と

ま

n
fら
ご

れ

は

胸
喜
劇
の
言
語
Z

A
仮
集
計

L
た
も
の
で

車

E
Eの

aEEと
は
少

々
食
t
遇
、
An
あ
る
こ
と
が

t
r
g
3

れ

1台
市

人

nszz

は
つ
au
め
き
ず
。

そ
れ
に
よ
る
と
白
骨
調
査
持
の

市
人
口
三
十
万
八

E
一
百
肉

1
六

人
1

世
情
歓
五
万
じ

T
じ

r
4
f
a

sの
関

Z傘
に

詰

1と

人

"

で

二

九

転

車

両

一

一
%
と
を

E
i
B

E
f
t
-
z散

と
人

口
の
伸
ぴ
事
に
大
き
ヱ
開
き

s‘のも

の

は

宮

市

4
4
1が

進

ん
で
工
ニ
と
と
ん

zFふと
め
療

治
ふ
た
た
め
て
あ
る
《
陸

ζ

の
胸

の

+
f
Z
「車内

3
2と

E

Zの
盆

は

聖

ど

の

事

量

2

ぷ

a
，Z簡

で
す
】

208.24日人ま
ず
人
ロ
涜
λ
の
橡
し
t
の
は

奈貯 潔ATJ;五ふ記.1
2集 .......-'oe ，， ~'u，虫卵闘守 i

Eょ?22trtt品tftit日岡町!
憲よねZTZttf主 篇柑同帥 i

fP2;β12空間mtj

旭区鹿
世帯 4，主一貫主争司調主4E人日構富l tr一一助証凶咽時止止の比赴工〈λ回噌j比』ム

縛 4除 1.<53 :.'日'"白 Ull 'd 143 d ~日 'Aロ " 町
続 S偽 4伽 7騎 '.m 16，713 ili 知 2‘} 
放自民 '.0ω 5.tiTl 5..'“ 11，431 前 "~ く" 5，3) 
情実 4馴 '"田 .. ，剖 17.Z86 '" ~ 5，8J 
伐保 5.j77 ~， ~1~ ...時4 ..侠両

3“ A '" 
，A "ゆ

大宮 3.11! 5 ，o;~ 5ω "剖7 m A~ ，A Z .6) 
. ，降 ‘ω 8耐 1516 "ι岨 1ω 5.613 .~ . n 
大変噂 1.26'司 2.410 ，.~ 4蹴 ω 2部 "ω 
'度予$ 1.<<1 ~ . 5S7 2害" s ω 2話 凶 11.0) 平.3鰯 '.m l.8ll 7儲 制 ， .~ '9.3) 
長布 eη ，.~ 1岬 3間 m ，. ，国 013， n 
続 E・ m 市 制 ， .・15:.o. 9 企 " ，A 6.5) • • 錫7 I.m ，~ 3悩 '" “r 

16. J) 
明?昏 団 1.512 1 ， 5ó~ 3.071 おA m 43. J) 
.雌 ，，2<， 9.612 10.阻 E 19.631. .. ，叫 10.5'幻 !l7.Z) 
伏見 -‘ .. ，.~ g，oU lo.S72 ，.~ 8.~7ô .. 叫η...地 ，.~ ，.m ，~ ‘問 3崎1 1，016 2:5.6) 
学園 '"帥 日.，担 16，095 31.z:II， ..目指 1 17 ，007 129.2) 
四国旗 ~ '.W 1，3!17 2百， A 4 "印 1" ~.5) .生 "' 鈴J 揃 1掃.A " "~ 1" U) 
ヲ六世 "' ~ 側 1.72喝 A " " " 1" t.l) 
東軍 術 "' )(. ，. I日 A 制

〈tfA4 7u 
些川 II8 35明72 398 WA  。 回 9.7) 

;)， 51，079 l00.，9Ii 107轟s、 日"' 。悩 回目、

昨
年
ま
で
は
す
べ
て

E
5

に

脅

し

て

R
Eた
体
育
行
事

i
i
i
i
 

今
年

nら
こ
己
で
集
中
的
に
行
な
え

る
}
と
に
な
り
市
民
体
育
大
会
や

i
?つ

り

i
i

i
fん

ど

ziL

e--さ
ら
に
こ
ん

i
iが

で
舎
る
と
履

E
E
t
z

て
こ
と
司
、
行
な
わ
れ
る
よ
う
じ
な
り

ま
す
@

印刷/州 側胴耐拍佐

ニ
の
体
育
館
の
工
・
は
四
十
五

六
両
年
度
で
お
こ
た
わ
れ
る

』
と
に

な
ワ
て
お
り
+
二
月
中
巳
着
工

E
I
t
pで
完
成
さ
佐
る

予
定
で
す
a

西
郷
旭
区
の
衝
し
L
開
発
鎗
盤
情
℃

7
圃
組
区
め
一
一
九
一
一
%
を
撃
頗

に
富
・
櫓
げ
ぬ
の
一
一
七
二
%
伏

M
治
区
の
ヲ

O
内
包
%
と
、
ず
し
れ

t
I
A
年
間
に
一
倍
以
上
の
伸
び
を
H
M

せ
宮

L
d
B
由
市
街
婚
の
巾
で
は
絶

勝

戸

閤

九

%

)

慶

市

明

治

(各
岡
三
一
第
》
大
安
寺
《
一
一
一
九

0
5各
置
に
人
口

1
2

〈
見
ら
れ
る
が
過
に
絡
弁
(
一
四

六

S
E
吉
=
支

V
E

-
-
心
奮
の
減
少
A
D
目
立
、
供
M
R

4

入
宵
届
岡
地
医
の
M
R
少
と
と
も
に
km奥

市
に
も
ド
l
ナ
タ
現
象
8
現
わ
れ
は

じ
め
た
ニ
と
が
わ

n
;て

事
た
、
働
生
島
民

m
u黒
豆

聞

阪

大

型

な

長

官

問

書

で

会

も

t
s
f人
口
か
さ
ら

に
ヨ
ン
ヌ
タ
リ
J
b
に
械
り
3
づ
げ

i
f
iぜ

て

L
E

E--づ
け

ら

れ

る

需

に

対

:Eti--と
が
う

F
D
わ
れ
ま
サ
コ

f
tは
主

の

マ

袋

二

1
9
ウ
ン
の
開
発
じ
と
も
な
、
さ

ら
t
こ
の
必
必
園
町
め
人
口
滑
に
個
取

が

nけ
ら
れ
る
わ
け
で
市
の
人
口

2の
主

2
2
f忽
二
重

く
組
、
て
ー
、
〈
」
L

と
じ
な
り
ま

L
S

う
@



。)第m号りよ奈

【
温
帯
解
地
区
】

I
一
i"

4

孝俊で甫側

a
ta悶

Ei君

"
S
E章

一

E

Z

R
Z公

室

長玉川署

川

5
3

2
2
S
E
-

-
E川

1

1

22きTとから七千

z

i

-

-

首
席i

E
の
た
め
困
i

j

j

E

 

された
l-

l
f
B
t
?
a
 

i
i
 

i

-

i

s

!

?

 

L
i
-
-
z
i
 

i
E
1
1
5
 

1
f
i
!
 

。ψ
市道由村町beh高鍋町への東
s'

E
I
t
-
-
K②
通

学専用道路前書諭と
M
m
w

鋼兇のヨ箇聞

置のEtて怪しも@宮内

s
g
d
・
と
豊
富
t

LてunLL

ー

φ

言、の遭略限
努.霊会刻字
針凶

E
2
t
i
i
 

だ民市良昭和'"年"月 1日発行

3
4
i
i
:
;
闘
の
た
め
で
あ
:

な
1
1
2
t
i
の
ニ
に
〈
-
1
し
t
i
E
と

重
な
ど
智
正
し
6
2
の
5
9
a
i
t
-
主
花
削
岩
で

た
む
よ
S
E
r
f
z
し
;
F
I
S
E
-
に

E
Z
2
2
2
ん
ま
つ
り
』
;
E
E
P
E
E
-
τ

ょ
う
t
g
S
I
t
z
s
i
F
i
n
-
-
て

i
f
f
R舎

t
る
E知
T
I
f
-

--tピ沼野ーたち呼E22fAtL守として.

2
?
と
思
う
ほ
ど
;
!
主
し
え
主
t
s

-
t
E
L
t
E
E
:
i
f
t
f
f
 

i

j

l

i

r

i

-

-

2

 

5

2

2

i

i

i

i

i

?

 

っ
て
多
i
i
Z
2
4豆
F
i
t
-‘i
z

222一つほ居のZ・私陪二
B
Y
き
て
耳
E臨

時
-
i
i
j
n
i
z
t
i
i

a
i
z
置
の
あ
と
か
i
B
2
詰

一
i
i
f
-
-
:
i
r
~
f
i
z
z

3
1心

{
l
i
l
i
-
-
i
;
;
i
i
f‘

:
ニ
Z
E
さ
れ
堅
苦
予
f
i
f
f
-
人
と
一
掬
L
i
a
i

-
-
i
i
i
;
i
e
E
し
て
も
ら
え
i
i
i
み

ど
ん
t
;
2
と
し
て
鯵
づ
く
れ
ば
と
T
5
2
E
z
i
-

-
た
時
点
で
検
討
さ
れ
る
一
-
s
t
i
i
!
!
i
i
i
量

z

t

L

、

理

ほ

か

に

里

く

i

F

t

i

;

i

i

i

:

:

 

s
t
g
を
し
て
ほ
K
E
p
i
-
f
7
2
の
た
め
の
=
i

@
文
化
財
H
E
E
Z
"
は
と
2
2
2
1
1
の
古
ロ
芝
居
a
せ
て
f
L

うな弓てLるa

l

出宮進dF2め

i
z
t
;
に
ふ
;

;

i

i

i

 

公

1

1

1

i

聖・42書官
E
7ス

統一されるので市:1

1
f
f
e
f
a
L
 

3
1
i
 

古
t
と
Z
I
-
-
z

聞EMけでな《市でAI

t
-
i
i
z
 

t
i
t
i
-

ふR区域。包んでL

t
E
E
民
館
員
i
e

i

i

i

i

 

p
;
!
?
z
r
z
 

Lth 

H
dも
M
門
川

l
p
M
M
H
H
1
じ

H
AJJ比

H
言

小

野

勝

年

一一望
一日あれば開は十分に見学

でーと聞もてもたがRZE

B
i
z
-
E
f
 

i
z
z
f
i
z
 

z
-
-
E
I
P
 

'd俳
句

m
b
ヲ
た

年

Lえの自主にE、axL

E
!
:
i
f
 

ztLと酬主主主催にf

fzくEロ官、れのでE

書
z
t
i
s
S
E
P
E

がその一。i
H
i
-
-

t
z
z
t
が
Z
E
V

281されて与用地

守主のつけてため豊富

などが-EEたがる宅地

i
し
て
き
骨
量
L

T
E
t
t
2
z
i
 

は
苦
宮
幸
守
車
E
ら

‘
i

i
の

g

i
-
-る
;

P
I
s
-
る
3

1
4
5
1
i
 

に
か
t
i
t
i

;
t
i
z
-

-一言"がZ22=今

ZEはずE工事車z

i

i

i

f

 

iにELてほLLきた軍

司

2くめて河川めZが行届

ー、てi

もな、l
i
iし

主査225Eょ，

t
k
L
f
i
z
 

z
E
5
4
5
?
L
 

i
-
-
z
s
 

e
k
t
L河川ezht

安値で金るよう努力する

i
E
t
i
-
-
L
 

9・もとではZLtz

L
I
E
u
-
ま

れた「
E
の事」

2
5

るEF--』の置は

i

i

1

i

 

i
g
誌
に
は
i

i

i

i

 

j
i
さ
れ
た
主

係が肖る』とに
2

ワザ、るtb・
ち

ろんTとのすtSAd-翁

聞
m

のあがるようeJLZL

⑨

i
;
i
i
z
 

-
-
2
5品"は

イ

【
明
治
地
区
】

h

工

月
五
明
檎
小

z
i
l
-
-

i
i
i
f
会
事

i

z

i

i

 

i
i
i
-西

i

i

i

 

i
!
 

=
平
一
品
匝

。S

t

i

j

l
で
?
I
L
i

z
t空
園
遂
事
ま
で
図
6
4
1

ト

j

i

-

-

白
メ

zhpル命接持検事事
未舞字
企J

町入。tf人;でき

陸

1
1
a
へ
?
ートル

⑨
義
之
止
食

-e幽厚からまへ二両五十

f
i
i
b
j
 

i
f
-
-
中
ー
か

ら甫へ今書乏で一UJllR

ti〈一言LZL

F
f
b
a
z
苦

2・で六十tE'・zz

i
T
L
S
き
t

聖
3
0
0
9
%

下堅苦
崎
町

a守舗聞物館を黒字し・」断厚が目椀

ー
を
K
E
i
i
E

2
Z
E
E
-
の
量

の草山かきの淀川EAT-

とがでEι2
1
5立
;

R

6
5
た
こ
と
は
?
日
目

;画期的
Z
A与える
J

ZE闘の一風となるニとのE

-ミ夫君主ぷ
htてこよ

4

〈
覚
後
巳
号

Eる

Z隠

E市

E
i
i
"
 

;

i

i

i

 

i
i
 

RrJ時
SIteF電

T
Z句

め
g
z
t
h
】
の
世
E

L
t
i
t
-
-

四十六Eア

Hfphi-

2
時
四
十
大

E
i
-
-

f
i
i
s
 

草
企
之
町
晴
彦
余
キ
也
弁
M
g

E
E
8
2
1
f
 

T;隼

:
a
fをi1
 

;;低翻士，主
i伐

⑧宮は臥T
ナ

z大

E
E
:
喫
?

。ii川:全去↑iiiF4笹〈t
な

tq
 

て:;;L=i;る;;まE紅

iiii川出練ii
本詰B
i
脂里:の=箪

里;;事
E;

を

i詰!
L
主

t;;
て

I;i
必

t2
し

t、

i
E
?
だ
が

i
;
 

1
1
=
;
t
z
 

に聖L
末

21る予定

化
⑥
ぶ
i
E
g
i
i

a
町剥
L
た

L

書
里
町
長
f
f

li
T
f
t
L
る

が
E
3
5
5
〈

、自主長さん♂置をてて

?
;
主
で
あ
れ
ば
き

自
に
つ
ど
ほ
E
S
lL

E
f
t
i
z
t
 

て、る将来陪車の41摘

駒でE17ieZも

HAztLきたL

i

i

;

 

苦
宵
聖
書
z
f
t

;
;
 

ts十富銃砲のためz

i
l
-

-
H
ニ
i
i
e
t

て
L
;
i
i
z

i

!

i

L

 

て
く
る
j
s
E
な

ので
に早急に草22A

詩草川とする92SLめ

でEaとにらみ合わぜ史上

J
a
i
i
i
 

i
E
i
t
t
 

め銑優
位・
@m'e左
欽
，
.
の
岨
宵M
R

i

i

i

 

喜

z
r
:

-
1
1
2
1
 

tfE従って遣したL

i

i

i

 

hあるのでZは脅えてLZ

L
i
-
t
k
f
z
 

ーたLなifほ周十

七勾度重でに二AY灯をつJH1oua

-
-
古
は
で
4
=

。一律占剛ゆ隼終につLて@周+も号案

i
z
j
f
z
 

i
峨

z
i
-
-

E
F
E
E
l
i
 

p
g路

a
f
t

-

i

i

s

 

i危

f、

;
;
f
z
i
、

=iii凶早1;十z3穴草隼

副千Tし主て:L=長るE倉i凋
2F崎宮にE章号も

i
i
る
i
i
i
.
i高

自ヘ証移E伝寺する喜脅え毛で-aれが百陶

聖:ヒ寺で1‘
f

i

に
つ
も
i
t
I
F

-
-
j
 

で嘗えよう
i

t

i

i

 

T
f
z
t
t
z
m
一

期コ聖書官自主主見

Eflzzzえずもt

KL 

に
き
る
省
主
語
L
2

3
1
t
i
2
 

24ZEころがfz

市
3
5
5
1
E

えてLEL

B
E
E
f
l
し
L

-Zは
似wf住
宅

3なーも

れほチともがよ一一色。たら引

の
?
な
け
Z
E
t
s
z

j

i

-

-
2
3
L
る，
Z
T
u

f
~
t
-
t
b
S
F
L
 

主主ければをぬそのZ

仏

E画書官て〈る

;
i
i
f
f
 

↓

i
l
i
 

-
-
指
定
さ
;

s
i
f
t
t
t
 

it草a定める特定書

t
っ
き
i
t
f

z

j

j

 

zE12LてLるま

i

!
と

i

-
哲
ん

f
豊

2

2i甫で一受けつけを

!
?
?
L
;
 

R22の・22在、

i
d
i
q
i
 

e
誌
の
門
2
2
5

S
H
E
L
-
-
て
も

ら
う
包
囲
よ
主
5
1
1

2
1
F
Z回
2

F
i
-
-量

i
f
る
i
喜
t

τ
t
j
f
;
』
れ

も早〈安裂できるよ号均える

i
f
-
-
i
 

i
B
I
t
-
i
は

どうttt
;
;
え

て
足
、
f
-
z
t

Fしてつiたものなめで歓

ifしては?ニれをー

したLと↑替えてLる⑧よく告

した
ー、

i
i
i
L
て

もらえ俗、かー↑-の町内に詰2ンが町綱

取りつげてTまに照らして

ム偏された242Lる
f

話

EttELSに

宮しよう

z 



d‘ 

昭和"年"月 1開発行

みごとな連総作業
消防総作訓練

りよだ民市良奈館'"号(扮

f
i
f
-
-

s
i
i
i
Eし

て喜代

j
i

f
-
-
2
1
1
 

R
 A2EE高

層
化

Lて

La

ti-K224
綿

製

u
，A
h
A
ご

LeaLCI、う一

-K4L

)=
 

は
れ
ば
れ
と
参
拝
の
旅

w
粛
図
の
a
，
“
三
盲
人

EZ左
呼
ば
れ
た

tAC

J
Z今
闘

の

言

自

主

主
宮市
a

i
f
 

副
市
ス
ボ
l

L
話か

士
月
三
十
一
一
四
五

E
v
F
I

焚

1
1
4
E
E
;れ

て

大
人
百
Y

予
ど
も
百

tz-壮

年

中

i
j一

f

i量
1
3
E
E
i

i
i
i
E
i
 

s
tに

号

さ

れ

て

?

1
1
w
i
z
-

-
の
で
す
L

主

眼

9
1で
L
f

;
盟

Eat-に

EEれ

EEE話
E

ま
し
た
i

体
力
テ
ス
ト

大
に
ぎ
わ
ー、

L
め
ま
に
お
書

ztz

Rが

2ERE--め

ー
た
ち

t
i
t
i仕

草

=zeて

車

t
&
音

型

車

金

事

長

九

月

日

量

問。司
止
命

ら
鉄
筋
ヨ
〆

佐
保
枝
の
本

館
改
築
成
る

'リ

F
燈

τI改
警
ー
も
て

9

t

巾
合
位
保
ト
手

怜
(
た
り
良
一
舵
M
R
〕
の

I
'
b
こ

の

aζ
侠
り

1
一
川
一
十
日
清

P

二
J
T
2
2
8F
P

T
'
R
Z
t
f雪

量
品

t詰
れ

術
l

校
舎
の
ぶ
喰
を
佃

RLさ

LJ一

ニ
の
ふ
館
。
‘

2
2
jリ

azZJ
里
床
需
千

=
百
九
よ

a
z
'
l
lhi
土
L
u
m

-
-
去
閲
覧
室

4
2
E

7
二

コ

扇

は

2
2

内

問

E
2
1ど

と
さ

空
得
た
の
で
、
主
第
一
幽
開
三
百
人
が

i
z宍

一

T
5
3

1
t
f
f
 

ニ

i
i
i草

食
聖
書

t
t
L
一

足
凶
帯
く
よ
京
の
省
図

町
長
に
週
え
ら
れ
て

i
i
 

型

tLて

量

e得
俣

の

御

.
，
と
L
て
木
事
必
停

車

iELE

主

に

ZL，L

t

と
〈
に
、
の
阿

は
企
叩
附
身
の
.. 究

i九
百
二

I
2
2
s
 

i
t
z
 

mm・-がむき
】そ
か

に
行
な
わ
れ
ま
し

た

fLaz
!
i
 

EZ
まし

た

zeZ量

E
署

Z
備

固
め

F
2
3

し
〈
‘
.
F
く
掌
し
も

聾
一
行

2
2

に
肩
書
量

iし

E
m

Eし
ま
し
円

て
L
ま
す

5
9
i
i
 

酋

議

良

保

育

奈

良
市
が

室

町

に

新

所
、

着

工
へ

陵
ず
る
画
家

E
Eの
聖

京

士

月

三

十
四
日
現
地

t
Zわ
れ
鍵
岡
市

長
は
じ
め
関

2王
働
を
さ
さ
げ

ず
工
容
の
安
色
合
併
り
ま
し
ら
岡

2
2
p日

E
Yる
幼
児
保

育

の

重

要

性

U

B

A
み

幼

撤

回

保

育

所

自

士

の

も

の

に

充

実

し

た

?

も

に

賀

1

L
E
Zゆ

た
か
?
と
も
も

育
て
た
も
」
と
あ

1
5
つ

L
fた

・

延
べ

m
h八
十
五
亭

hJA
】
砂
ル

二
む
ね

E
1
Eて

で
、

=
一

1

人
政
砲
の
保
育
富
一
一
ト
す
h
J
U
a瞥

zbく

i
員

Z
I

f
E
5
2
 

:
f
i
i
z
 

t
z自
t
i
t

i
-
i
i百

五
十
万
円
で
章
一
言

E
Zの

予
定
で
す
・i

z
i
B
Z
 

め
一
つ
で

P
で
に
集
成
し
た
も
の

は

2

2
安

春

日

雇

育

所
値
工
中
が
網
弗
園
奈
良
a
阿
保

Z
4
J
、1
・

ま
保
健
空

は
ま
妥
と
佐
喝
の

た
め
一
家
春
初
の

俗
組
問
教
室

-e

次
の
日
魁
℃
ひ
ら

5
ナ

31

n

A
AX
膏
ム
五
十
人

吟
問

ZLず
れ

も
可
後

p
，
コ
一
時

E
2

4
5
Z
T北
町

主

B

i
i
i
i
J
 

-
ー
仁
-
爵
》
へ
ゆ

L
込
え
で
〈
江
主

士

里
一
十
町
「

Z
I
s
-

a
i
 

f
E
干

t
E庫

の

Eと
包

a
z
-
-

マ
一一

E
i
F
i

2
4目

H

語
、

Z
E
T
a

備

隊

硲
』

j母親教室t
'~，冊・の.座4

飛
鳥

B
が
優
勝

マ
マ
さ
ん
バ
レ

l

e選
手
権

大
.

布
内

あ
ち
こ

ち
で
盛

ん
に
な

っ

て

主

婦

人

レ

17
2第

三

早

良

市

型

・

2

2市

-na問
書
員
会

阿
南

‘

人

レ

ぷ

ル
臨
ん
蟹
焚
隼
V

が
十
一
月
二
十
一

集
合

H
を
募
集

市

水

道

局

で

iiii!;iiji!iii!;! 
FHHzE量元!品;す;i
i;i!i!ii;i!iii叶

• 

町
市
内
法
盤
町
奈
良
高
W
信
仰
館

で
開
カ
れ
ま
し
た
g

;
位
量
破
さ
れ
た
十
一
一
歩

ム

f
a買
Eて
は
苧

さ
L
L
守
マ
さ
ん
な
ふ
n
ら

こ

の

H

Z
A
M
hリ

a
s
z
ホ
ム
ト
身
を
固
め

ず
意
気

2

世
で
ま

t

6

A

)

す
に
什
借
倒
し
た
好
ゲ

ー

ム
が
陣

R
m
C毎
膚
怖
の
愛
児

2
J

一
マ
マ
均
え
ば
れ
』
の
声
優
泊
I

企一

'
"
訊
合
d
J
2
1
y
別

ト

ナ

d

F

Y

F

各

f
l
y
m
zめ
p
l
d
'
aて

虐
め
ら
れ
位
三
4
7

ム
に
は
そ
れ

ぞ
れ
ヵ
，

J

ア
肉
位
に
散
開
賓
が

贈
ら
れ
ま
し
た
度
債
は
次
の
と
お

e
 

り

1
t一
1
・

事
』

AZ
守
検
察

φ1G政

E
t
'
L
 

犬は

かならず

つないで

鋭いましょう

41
-

杢
月
三
十
一
日
を
で
契
約
と

岡

嶋

晃

Sita)

iが
量

-tu
f
f
-》に

!
;
F
 

'Lた

J
i
h
f・

。
!
?

f
l
l先
月
の
市

内
災

害

l

|

〕

〉

〉

針

例

市

黒

αhい

〈

2件

。偽

E
自

主

Z
'

伺
泊
十
一
月

二
十
六
日
か

ら

t
t
t
i
i

E
i
i
i
 

1
5
1
i
 

t
iし

ま
し
f

創
出

1
3
2し

た

i
!
f
i号

、る

1-tzR1d

t
プ
は
し
ご
.
，

V
-
J
-
P7ιw

・

i
i
t
i
 

i
z
i
i
E
 

Eが
E
に
員
さ
れ
曹
L
PZ

は
し

457122Z

Ety--f量
ZZ

火災 発 生.物
その他

"‘"僻〉
0，61・4時》
α堂入〉

0， ;街人〉

. 柑2・・ *_..署酌

川

叫

u
m

..e..1!!1野安.・e.倉
• • 



ね
ら
わ
れ
て
ま
す
ョ
/

規
軍
防
犯
の
心
得

E
Z
A
z
a
a
ゐ

'

型
車

A
T
T
Z
'

e
i
z
f
i;・

"
E
2
2
E
K
在
.

土人では
室主、hz育
1

1

i
ょ

:
i

j
I
 

，.) !O213号

復良審から

-
E
t‘f
品
L
e
t

E
t
、
平
闘
の
E
上
げ

の年来はa'b犯‘。‘忙し、

i
j
l
t
主
し

さの来eをねら吻てもるのby

'dm，で・・匁多〈の
・aa"

誕
生
L
t
a
t
E
T
、

心

2
1し
よ
ー
し

t
L

0

・'ーと，.R・・z・でほ.，
Am

g

のゐ俸をつ，のよ，に・"し

fazt 

り

'
Zて

ゐ事た人広

町
L
E
E
t
占
に
E
，

t
F
S
E
d
i
-
-

め小周tE±Ahte

i
i
:
a
t
 

Z
L
'
a
E
4
量
ゐ

高
ん
で
T
VZると舎内

E
i
t
て
円
程
E
Z

し
罪
事
T
L
t
f
I

Z
=
5
で
T
-
一R
言

E
て金

2
5重
E

Z
'f
K
2
3
2
 

1
2
i
t
-

-する i
i
e
z
 

よ市良奈

y
ド

λ

，，
 

?
W
1
4
8
1
 

。，A巴
，、られ盆LV2ヲ

ス，aa‘ョ
ッ

賓も聖
u

，

E
q
-

1

3

i
i
 

lI
f
f
y
-
r
h
E
 

E
f
btt、

z
-

ほ

t
Lて

g
j
l

u
M
4
t
t
 

-}lhj
iS軍金使b-E

lllhll
i--叫必
ず

E
位入れてT
隆
寺

z
a

i
!
 

z
t
t
i
i
z
 

lE
R
事
t
l
z
，
Z

1

i

t

s

 

-をrti
t
a
E、

ように
。‘

開
眼
予
術
に
補
助
金

L
釘

m.隼守
... 陶'ツのRのa痢周.舞寓を人於

内自内自陣にE泊:a2り複
里η
が長鰻/

2とtか温減型慨宮少しhた2とfL='i人

でE2E予』衡字れ在ぱ

闘aする可飽.亀思か.あのzると‘.，区麟眠芳き3
 

士intにiEi則虫の:
う

ih
 

i
但宮!分r《

書

zEね詰代付革鼠、=看

.魁""僧.，遜."買Va公.費賓で姐緬帽助さ

』れaるこa易左，と」にな.'ワ室Lれ仕%-、。

その量買修省は穴十支ez以上の

4nで岡.の生野中心saazm姐

w

a長されて足、EEに

限

I
t
-
-
警
の
方
は
市

社会面'益・・・"時術後-mas萌@

一一一一-脅》へ・L込んで〈だ

開和~5 1t 1 2月 1 白鎗行

1

1

・

鴫

fez-

U
S
E
r
-

=
R
I
t
-

-"句、』
na奮す
e

ζ

。

・η
は亙且
曹の・竃か

z
t
s
a
 

--慢"とレて八耐

肉十
E
1
2
竿《一

六備やvaら崎められfk伝えら

れ'tEの日・21と

お今で
寸・

i

E

i

喜

i

t

i

i

 

E蕊ヨ
、

;
!
?
 

す

j
i
 

i

i

 i
i
 

j
j
 

で
t
i
t
i

s

-

i

i

 

E
2
2
2
Z型
E

!

Z

1

t

 

i

t

i

-

-
g
f
i
 

i
;
i
E
i
 

+
-
2
2
2
2
E
一
時

j
z
i
 

畠軍人色白内障

， 
L • 

宮
市
肢
体

鱒

wa-
-
処
置
畠

j
i
i
 

E
を
て
も
ら
L
i

婦の長かめにLtただこう

寝
た
き
り
老
人
に

無
料
で
健
康
惨
査

と寝堅一一"に
揚膏ゐ習を開'a-

す-m・には東京から専門穫を一

-me--にme圃膏ゐ-wa・《陣-

i
i
i
E
2
2
 

ので肉働
.. 鱒
am込みのa--Rはめ一

:
t
s
a
r
士
一一月一

十玄図書でに甫内a車町、
・修
一

E
z
t
1
1
「
2
2

-E肉、
奈良宙開眼
修陣，.w
.
‘

.舎内"かeで・L込んで〈ど

さー、
... "“
一万円t占有一三万円

2
3
し
2
2
一
千
司

な
お
〈
t
y
A
宮
市

・後-R《
竃揖⑮一一一一
.，Vベ

問い合わぜて〈飽きー、@

園

図

自

奈良市では葉信号.慢の実写実・

納付金令官，.mLaz寸・

ax--R輸省は零使級育法仁白E

t
a
-
-
R
轟
里
大

学などへの豪.，の温写奮と在学
で

" 

初めてのニころみとLて低

閉
し
て

iiの

無

t料量
.E.E.t行E危
:
左
tfた句• 

S
E
r
t
t
M
Z
A
六
十
五
自
主
空
き

;
E
t
z
t
i
i
L
t・-るよ

うなみは土
一n十五“までに市価後援【竃語る一一一一--v

へ幽申し込んで〈MSI、
..
 
丞

u-m-aZ企欄，.azy、ず

t
q
b
i
i
問
、
2
7
i
・

t
s
Z
 

E
t
a
 

j

t

 

は脅少年金n

a献として定し

'ale-gのう

hrド診〈隼を送

り

MFL
In.，

への‘府軍を約束

するeめの
-一

九

5

・i
'
J
4
J

a
-
-
P
a
z
-
S
 

3
i
z
f
〈
市

内
A
E
f
z
i
e

1
1』
1
8
2
官
会

i
;
・
;
一
月

二十五臼金でにゆL込白んで〈だ

きー、.!
?
i
i
E
 

語
A
R
E
E
E凶

2

l
lみ
な
さ
ん
の
善
意
を

t
s
k
g
s
i
L
た
;
t
、
お
宮
品
重
で

t
z
s
i
E
z
-
-
i
i
a
な

z
r
z
t
 

一
五
B
i
f
f
-
z
z
i

w
ょ，LC十七月十uaら二ι
1Z固までもうもの週aa来た

i

‘g
E
さ
れ
ます圃

1

2

1

;

i

!

:

 

宅
h
i
a
--t
i

t

s

-
号

νdZLF負市株合編後2・前
財か近〈の幽暴瞬、・2・婦へお

.，tuさー、

.仙川白から
『喰来たすけあい遺齢
』

来

年

度

の

受

給

希

望

者

を

募

集

生でEZRに六月以上

位んてー、てe落隊医桂め左m
mmbz

受
付
ご
る
人
の
乎
T
-
i

めZ績で写突破被援良性行

aEtfなどが条件・塁

Z《品》は高校生
=亨
z

i
E
!
大学

生六千円とt51・

2は

3
5
1

E
s
t
・
〔
昭
和闘志

望
月
十
一
;
恨
t

i
z
-

-Rm・-に幽身俊主化路を?恨

の写俊侵の.，a・&amえて
1ニ

i
s
z
j
m
 

暢銅他庫内需麟@一一一一'》

ゆL込んで
p

，氾ARU、
.

寸

la.
陪2
，
=
E
z
.，慣u2t拘内• 

字i
z
の
!
-
I
I
:
i;f!; 
《官E闘旦v
 

E
丸毒情

4
再B夜

t
小主'
 

E
，肉g'tはaν
「l
A

、占仰

.ミ《

1略ji--P 

:
t
R
E
E
 

f
-
z
z
f角

a
M
Z
《
音
量

老...
h 】，.，戸~

実年

い s
'れ重.

.大人

2・お
t 

Z
E
-
-
f
 

市内おEASEとし五

圃Lてもる「隼忘れ実人射実も

重大会」Z十二月十五aE

f
i
i
i
，
 

こ
と
に
i
;
t
J
R
d

十
二
月
菜
園
?
で
Z
L
t

i
t
L
i
寓
す
る
も
の

で民覇un-m
・・・詩吟

-
E
Z
P
T
さ

ん
が
周
$
8
1
4
・
1

3iemE完
成

Lt市底値慣圃『a

i
'
t
 

ea。僚の-vtピ只もあ
q-zす
-

R
E
F
-
-
z
t
-

は

Mm"・

Amv 
怯
語

録
に
役

立
モ
て
r
Z
と
土
月
十

周目白

E
き
T
H
-
6
4

会社依拠待
白孟盃3F《綱"

a眠》ム刃品展望を飴ずれ蝿欄A町
長

に百万円bz手
-aLezL色十R

E
に
病
気
で
亡
J
E
E
E

人
(
c
a
i
-
-
t

寄付されたもの・

社
会
福
祉
資

金
に
百
万
円

1
2
1
1
 

;
i
s
 

i
t
s
-

i

i

i

 

と問u・
+
-
i
i
i
実

i

i

i

a

 

i
t
m
-
i
E
 

SE-Lま
:
t
i
e
-

g
i
l
t
t
 

i
t
-
ε
4
 

1
i
i
 

!
1
3
 

!
1
 

t

i

f

i

 

;

i

s

t

 

i
s
-
-ス
2

7
5
1
j
A
 

S
E
E
-
-
i
 

2
E
-
Z
S
E
E
 

-
E
j
 

-
i
l
 

i

a

i

-

-
z
E門

同
十
三
日
i
i

ら量圃z草
Z?kしiて:i‘2ら=;'z た

ah@に=，:'

百i
-
E
i
-

-
t
i
i
-

Z
E
E
t
i
t
 

-

-

i

i

 

!
?
i
f
 

l
z
-
J
t
f
t
 

へ同+AR
一名町。也実闘亀象"-

i
!
?
:
i
 

s
主
z
t
z
'量

ay町の怪・・a切ら・-sの小-me

a--九千ace--+aHO

-
E
E自の
f
z

aF￥
角

同
二
十
音
?
b
t
f
'
=

t

i

t

i

 

z
t
i
 

失業鬼.何金

市内.，Ea守

E
Z
E
E
-死
E

p
i
-
-

士
E
S
金
と
し
て
百
品

り
さ
L

，


	待望の市民体育館着工へ
	慶州訪問記
	市政懇談会
	みごとな連携作業　消防総合訓練
	はればれと参拝の旅”靖国の妻”三百人
	西奈良保育所、着工へ
	ねらわれてますョ！歳末防犯の心得
	開眼手術に補助金
	寝たきり老人に無料で健康診査

